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言語発達に遅れのある児童の指導内容に関するカテゴリー分析

高 嶋 利次郎

本研究では,小学校低学年の言語発達に遅れのある児童の指導内容について,言語障害教育の経験

が2年以上ある教員に7件法によるアンケート調査を行った｡指導内容を作成する基盤となった実態

把蛙のためのチェック項 目は種々の心理検査等の項 目に基づいており,各検査における通過率

(50-70%)を参考に1年単位で配列してある｡そのため,対象となる児童は言語発達年齢で3歳～7

読,生活年齢は6歳～9歳の児童とした｡教員の指導経験や判断に基づいた回答結果に対して,主因

子法による因子分析を行い,バリマックス回転を行って7因子を抽出した｡抽出された7因子の累積

寄与率は63.1%であった｡次に,7因子に基づいて,指導内容を再構成した｡このことにより,言語

発達年齢で4-6歳前後の言語発達に遅れのある児童の指導内容に関して,文献や作成者の判断に基

づく内容構成から,多数の教員の経験と判断に基づいた,指導内容の内容構成を行うことができた｡

キー･ワード:言語発達に遅れのある児童 指導内容 因子分析 言語発達年齢

Ⅰ.は じめ に

平成5年度から制度化された通級指導教室におい

て,全国で通級による指導を受けている児童生徒数は,

平成 5年度では9,654名であったが,平成11年度は

21,944名に増加している｡平成8年度に全国の難聴学

級,言語障害特殊学級及び難聴,言語障害を対象とす

る通級指導教室において,週 1回の定期的な指導を受

けている児童生徒の障害の状況としては,構音障害が

44%と最も多く,次いで言語発達の遅れの児童生徒が

約29%を占め,次いで難聴10%,吃音が8%という状

況にある (国総研,1998a6))0

一方,言語障害通級指導教室,言語障害特殊学級に

おける指導上の課題としては,実態把握や指導内容 ･

方法,指導計画の立案と評価の仕方,関係者との連携･

協力,研修などの重要性が指摘されている (国総研,

1998b7))0

北海道においてほ,個々の事例研究において,対象

児一人一人の生育歴調査,行動観察,母親面接及びこ

とばのテスト絵本や絵画語い発達検査などの諸検査を

活用するなどにより,対象児の長所やよさをとらえる

とともに,対象児と保護者,通級担当者などとのかか

わりを丹念にとらえ,対象児の状態像を解釈し,指導

北海道立特殊教育センター

の方針を立てて指導を行った事例の報告が数多くなさ

れている(北海道言語障害児教育研究協議会,19984))0

また,それらの報告をとおして,知的障害,自閉的

傾向,学習障害等の言葉の遅れにかかわっていると思

われる要因を的確に把握し,指導の目標,指導の方針

を立て,指導内容 ･方法を設定することや通常の学級

への援助の内容や進め方に課題があることがうかがわ

れる (北海道言語障害児教育研究協議会,19984り｡

実態の把握に関しては,行動観察や保護者との面接

調査の他に,児童の状態や目的に応じて,心理検査を

組み合わせて実施している｡指導内容 ･方法に関して

は,実態把握によってとらえられた一人一人の児童の

言語力,保護者や教師とのコミュニケーションの状況

に応じて設定されることになる｡

したがって,児童一人一人について指導内容 ･方法

を設定する上では,とらえられた実態に応じて,特に

経験年数の少ない教員にとっては,何らかの拠り所と

なる指導内容が求められる｡

言語発達の遅れの指導内容 ･方法に関する研究につ

いて概観すると,関係論的言語指導 (田口,197418)),

行動論的言語指導 (小林,19808)),語用論的言語指導

(｢乳幼児コミュニケーションアセスメント･指導プロ

グラム｣の開発 〔長崎･小野里,199611)〕,スクリプト

による指導〔長崎他,199810)〕等)等による研究が行わ
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れている｡一方,小学校就学時に言語発達の遅れが指

摘され,通級による定期的な指導を受け始める児童の

言語発達年齢は4歳～6歳前後である例もみられ,こ

れに対応 した指導内容 ･方法の検討が必要であると考

える｡

そこで,本研究では言語発達年齢で4歳～6歳段階

の言語発達の遅れのある小学校低学年の児童 (6歳

～9歳の生活年齢)の指導内容について,言語障害教

育の経験のある教師の実践経験や判断をもとに,指導

内容の構成について検討する｡

ⅠⅠ.研究の内容と方法

1.調 査 対 象

言語障害教育にかかわる指導経験が2年以上の教師

85名｡

2.手 続 き

新版 K式発達検査,田中ビネ一式知能検査,言語能

力発達質問紙(田口,197018)),乳幼児精神発達診断法

(津守 ･稲毛 ･磯部式発達質問紙),遠城寺式 ･乳幼児

分析的発達検査,デンバー式発達スクリーニング検査

などや文理解などに関する研究 (林部,19763)はか)を

もとに4歳～6歳段階の項 目を収集 ･整理して得た48

項 目 (表 1)に対応させて,17項 目の指導の目標と52

項 目の指導内容を作成した(表 2,表 3)｡質問紙は指

導の目標を表 2から一つ選択し,その指導の目標の達

成に衰3の1-52の指導内容が役立ったかあるいは役

に立つと考えるか, 7件法による判断を記入する質問

紙を作成した｡なお,7件法は｢非常に役立った｣,｢役
立った｣,｢どちらかと言えば役立った｣,｢どちらとも
言えない｣,｢どちらかと言えば,役立たなかった｣,｢役
立たなかった｣,｢全 く役立たなかった｣で構成した｡
(3) 調査の実施

国立特殊教育総合研究所主催の平成12年度 ｢通級に

よる指導｣指導者講習会言語障害部会参加者59名,北

海道21名,栃木県23名,兵庫県4名,東京都34名,千

葉県62名,横浜市9名,神奈川県4名 (合計216名)に

対して,アンケー ト調査を実施した｡得られた回答数

は134名 (回収率62.0%),そのうち,言語障害教育の

経験年数が0年の老11名, 1年の老8名,言語障害教

育の経験年数が未記入の老11名,児童が対象年齢外の

老1名,作為的回答と理解される老3名,記入が不完

全な老5名を除いた96名が有効回答数であった｡

分析対象者の言語障害教育にかかわる経験年数は,

2･3年が16名,4-6年が20名,7-9年が36名,

10-15年が14名,16-20年が6名,21年以上が3名で

ある｡

ⅠⅠⅠ.結果と考察

1.因 子 分 析

回答者が選択 した指導の目標とその選択人数は表 4

のとおりである｡

52個の指導内容の相関行列に主成分分析を行った結

果,相関行列の固有値が1.0以上の因子は11個抽出され

た｡内容の解釈可能性に基づくと, 7因子モデルの場

合に,最も単純な因子構造が得られたため,7因子モ

デルを仮定して,共通性の初期値をSMCとした主因

子法による反復50回指定の因子分析を行った｡さらに,

より単純な構造を得るために,バ リマックス法による

因子の回転を行った (表 5)0

得られた7因子の累積寄与率は63.1%であり,7因

子では説明できない指導内容が4割程度存在すると考

えられる｡

各因子の内容の解釈について検討すると,回転後の

因子負荷量が0.5以上の場合に内容的にまとまりのあ

る指導内容のグルーピングが可能である｡

そこで,各因子について,0.5以上の因子負荷量を示

す項 目を集め,内容を検討し因子名を決定した｡

因子 1には,指導内容の項 目番号の3,5,ll,12,

13,14,33,34,40が含まれる.

3 日常生活で印象に残ったことを絵日記に書き,発表する｡

5 生活経験を書いた絵日記や親しみのある絵本の字を読み,

動作化したり,話の内容を説明し,5W 1Hの質問に答え

る｡

11 日常生活でよく経験している事柄や内容を理解している

話を聞いて,場面ごとの絵カードを話の内容に沿って並べ動

作化する｡

12 生活経験の一場面を表す絵を見て,動作化する,その状況

について｢～が～する｣｢～が～を～する｣｢一に～がある,

いる｣｢～は～で～を～する｣｢～は～を～にあげる｣｢～は

～を～から(に)をもらう｣の構文や複合文で絵カードや言

葉を使って説明する｡

13 人形や絵カード等の操作により,受動文を作成する｡

14 人形や絵カードと文のモデルを利用した学習を行い,熟知

している表現の範囲内で人形等を操作して受動文を能動文,

能動文を受動文に変えて説明する｡

33 日常生活では通常あり得ない意味的制約が弱い文表現に

対応した絵カードを用いて,｢～が～した｣などの文で話す｡
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表 1 検査項目

【4歳段階】
1 自分の名前を音読することができる (T)0
2 絵の中の足りない部分に気づき指さす (K)｡

3 絵を見てその状況について｢～が～する｣｢～が～を～する｣｢一に～がある,いる｣｢～は～で～をする｣の構文を使って言うこと
ができる｡(A l)0

4 ｢～は～を～にあげる｣の構文を使って言うことができる (A 1)｡
5 複合文を使うことができる (｢～したとき,～だった｣｢～なので～だった｣)等の言い方)(P)
6 紙,はさみ,のりなどを使って簡単な物を制作する (TU)0

7 絵カードを見て,言われたものの絵カードをとる(TB一部改変｡飛行機,辛,衣,かさ,くつ,ポール,いす,はさみ,時計,莱,
馬,めがね,テーブル,ピストル,木).

8 かくれんばをしてさがす役とかくれる役とを理解する (TU)0
9 砂場に,山や池,川などを作り,水を流したりして遊ぶ｡(TU)｡
10 魚,野菜,果物,動物などというような抽象名詞を理解できる (G)0

ll ｢なに｣の質問で言葉の意味を尋ねたり,｢どうして｣で,他と異なっている原因や理由を確かめる (0)｡
12 ｢犬がお母さんをなでた｣という文を聞いて,おもちゃを使って動作させると,お母さんが犬をなでる動作をする (会話文中の単
語間の意味的な制約に従って文を理解する)(H)0

13 ｢犬を猫がなでた｣という文を聞いて,犬が猫をなでたと理解しておもちゃを使って動作する (会話において,文頭の名詞を動作
主 〔行為者〕とし,2番目の名詞を対象 〔被行為者〕として理解する)(S-S)｡
14 反対類推ができる (｢火は暑い,氷は- ･?｣と言って,子どもが ｢冷たい｣｢涼しい｣｢凍る｣など答えられる (D)0
15 仮定の問いかけに対して,常識的な判断を行い,答えることができる(｢もしも,あなたが学校(幼稚園)へ出かけるとき,雨が降っ
ていたら,あなたはどうしますか?｣以下同様に｢家が火事で燃えているとき｣｢どこかへ行こうとしてバスに乗り遅れたら｣)(K式)｡
16 ｢この中で音の出るものはどれ?｣｢水の上を走るものはどれ?｣など日常目に触れている物の特徴を尋ねると,正しい答えを指さ
すことができる (G)0
17 身近な単語を定義する (｢机とは何ですか?｣机,鉛筆,ストーブ,電車,局,人形)(K式)｡
18 指で示しながら,二度繰り返して言えは3つの命令を理解し,実行できる (S)0
19 -つの文を正しくまねして言える(｢子どもが二人プランコに乗っています｡｣｢山の上に大きな月が出ました｡｣｢きのうおかあさん
と買い物に行きました｣)(E)0

20 基本音節からなる語を聞いて,音節の数だけ手を叩く (基本音節 :母音,子音+母音の構造をもつ,直音で短音節,清音 ･濁音が
含まれる｡サル,ネズミ,ノコギリ,クジラ｡)(A2)0
21 テレビで見たことを話題にして,友達と話をする (TU)0
【5歳段階】
22 文を1文字ずつ区切って音読する (拾い読み)(A 2)｡
23 ｢～は～を～から (に)もらう｣の構文を使って言うことができる (A l)0
24 自分の名前をひらがなで書く (TU)0
25 経験したことを絵に描こうとする (TU)0
26 子どもカルタをほとんどとる (TU)｡
27 じゃんけんの勝ち負けが分かる (TU)0
28 お店ごっこのような特定の遊びの計画の中で遊ぶ (G,H 一部改変)｡
29 ｢犬を猫がなでた｣という文を聞いて,猫が犬をなでたと理解して,おもちゃを使って動作をする (助詞を手がかりに文を理解す
る)(H)｡
30 左右の区別ができる (｢あなたの左の手はどれですか｣左の手,右の耳,左の目)(K)0
31 ｢空腹｣｢疲労｣｢寒い｣を理解する (｢疲れたときどうしますか?｣｢寒いときどうしますか?｣｢お腹がすいたらどうしますか?｣
に対して)(D)0
32 ｢なぞなぞ｣をする (TU)｡
33 三つの簡単な命令ならば,同時に言いつけても覚えていて順々に実行することができる (G)0
34 4数の復唱ができる (TU)0
35 ｢しりとり遊び｣ができる (TU)｡
36 自分の家の,ところ,番地 (住所)を正しく言う (TU)｡
【6歳段階】
37 絵本の字を他の人に意味の通じるように読む (TU一部改変)｡
38 ひらがなの本 (字を主とした本)をたいがい読む (T)｡ 39 トランプの神経衰弱をする (TU)｡ 40 簡単な模型 (プラモ
デル)の組立が分かる.(TU).
41 学校ごっこ,探ていごっこをする (G一部改変)0
42 熊が犬を,犬が熊をだいている絵カードを提示し,｢熊は犬をだいている｣｢犬は熊にだかれている｣という文を聞いて,正しい絵
カードを選択する (A l一部改変)｡ 43 困ったときに適切に判断できる (｢もしも,あなたが何か友達の物を壊したときには,
あなたはどうしますか?｣以下同様に ｢学校-行く途中で遅刻するかもしれないと気がついたとき｣｢友達がうっかりして,あなた
の足を踏んだとき｣)(K)0
44 身近な物の素材が分かり言葉で説明する (｢スプーンは何でできていますか?｣スプーン,靴,ドア)(D)0
45 言葉の違いについて適切な内容 (適切な基準や同一の基準で比較)と適切な表現 (両者の差異が正しく分かる)で説明する (｢卵
と石｣｢蝶とはえ｣｢木の板とガラス｣)(K)0
46 11語からなる文を復唱できる (K)｡
47 20から1までの逝唱ができる (K)0
48 尋ねられると,幼稚園や学校へ行く道順を説明できる (TU)｡

D:日本版デンバー式発達スクリーニング検査 - TU:乳幼児精神発達診断法(津守.稲毛.磯部式発達質問紙)
G:ゲゼル (言語能力発達質問紙 〔田口,197018)〕よる) A 1 :天野(19771)) A 2:天野 (19862))
P:カード式ポーチ-ジ乳幼児教育プログラム(ブルーマはか,198316))0 :大 久保 (196712)) K:新版K式発達検査
H:林部 (19763)) TB:田中ビネ一式知能検査 E:遠城 寺式 .乳 幼 児分 析 的 発達検査 S:鈴木ビネ一式知能検査
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表 2 指導目標

1 やさしい本を読解し,内容を言う｡

2 全体と部分の関係に気付いたり,同じもののマッチングをすることができる｡

3 ひらがなを意味が通じるように音読する｡

4 名前などよく知っている言葉を視写したり,思い出して書く｡

5 ｢～が～を～する｣,やりもらい文,複合文,受動文で表現する｡
6 物や人のイメージをもって絵を描いたり制作することができる｡

7 乗り物,動物など身近なものの絵の名前が分かる｡

8 ルールのある遊びをする｡

9 イメージを動作で表現する｡

10 言葉を上位概念で分類する｡

11 助詞を手がかりに文を理解する｡

12 反対語や言葉相互の関係を理解して,反対類推や関係類推を行う｡

13 比較的身近な話題に関して仮定の問いかけをされたときに,適切な判断をすることができる｡

14 言葉に興味 ･関心をもち,抽象名詞を理解して,言葉を言葉で概括したり説明する｡

15 文等を復唱したり記憶して実行する｡

16 音節をとらえる｡

17物語を長く聞いたり,身近な事柄を話題にして会話する｡

34 語順を入れ替えたときに文頭にくる単語を教師が言った

後に,続けて子どもが表現するo

40 文を正しくまわして言い,人形等を操作したり,動作する

(文の長さは3文節～4文節から始め,6-7文節程度まで

これ らの項 目は,経験 した ことや映像を見 るなどに

よ り,動作化 した り言葉で表現す る項 目であるため,

｢経験や映像 の動作化,言語化｣因子 と命名 した｡

因子 2は4,6,7,8,9,10で構成 されている｡

これ らの項 目は,部分 と全体の関係を とらえる,同

じ図形 を選ぶ,異 なる特徴をもつ ものを選ぶ,視写す

るなどの視覚的 な処理にかかわ る項 目であるため,｢視
覚的統合｣因子 と命名 した｡

4 ジグソーパズルなどをする0

6 迷路遊びを行う｡

7 複数の重なり合った図形や絵の中から,提示された図形と

同じものを探して縁取る｡

8 複数の燥似した図形の中から,提示された図形と同じもの

を探して縁取る｡

9 複数の図形や絵の中から,異なる特徴をもつものを探す｡

10 手本を見ながら,点と点を線で結び,同じ模様や図形を書

く｡

因子 3は,41,42,43,44,45,46,47,48で構成

され る｡ これ らの項 目は,聴覚的短期記憶 と実行 ･再

坐,音節の分解,対応,順序付けにかかわ る項 目であ

るため,｢聴覚的短期記憶 と再生｣因子 と命名 した｡

41 複数の課題を同時に指示し,順に実行する｡

42 伝言ゲームや模擬電話を使って4つの数や5つの数の復

唱をする｡

43 20から1までの逆唱をする｡

44 4つの数の逆唱する (例 6-5-2-8).

45 聞き慣れた曲のメロディーや歌詞を聴いて,曲名を言う,

絵カードを選ぶ｡

46 言葉の初めにくる音 (語頭音)をさがし,同じ頭文字の言

葉を集める｡

47 文字や積木等を使い,基本音節からなる語を音節に分け

る｡

48 しりとり遊びをする｡

因子 4は,25,29,30,31,35,36,37,38で構成

され る｡ これ らの項 目は,分類,類別,類推 した り,

説明す ることにかかわ る項 目であるため,｢類別･類推｣
因子 と命名 した｡

25 事象と記号の連合学習をする○

29 魚,野菜,果物,動物などというような抽象名詞による仲

間集めをするo
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言語発達に遅れのある児童の指導内容に関するカテゴ1)-分析

表 3 指導内容

1 絵を見て絵の内容を説明する｡

2 絵本の読み聞かせや童話のビデオの視聴の後,動作化や劇ごっこ,劇遊びを行い,話の内容について話す｡
3 日常生活で印象に残ったことを絵日記に書き,発表する｡
4 ジグソーパズルなどをする｡

5 生活経験を書いた絵日記や親しみのある絵本の字を読み,動作化したり,話の内容を説明し,5W 1Hの質問に答える｡
6 迷路遊びを行う｡

7 複数の重なり合った図形や絵の中から,提示された図形と同じものを探して縁取る｡

8 複数の類似した図形の中から,提示された図形と同じものを探して縁取る｡
9 複数の図形や絵の中から,異なる特徴をもつものを探す｡

10 手本を見ながら,点と点を線で結び,同じ模様や図形を書く｡

11 日常生活でよく経験している事柄や内容を琴解している話を聞いて,場面ごとの絵カードを話の内容に沿って並べ動作化する｡
12 生活経験の一場面を表す絵を見て,動作化する,その状況について｢～が～する｣｢～が～を～する｣｢～に～がある,いる｣｢～は
～で～を～する｣｢～ほ～を一にあげる｣｢～は～を～から (に)をもらう｣の構文や複合文で絵カードや言葉を使って説明する.
13 人形や絵カード等の操作により,受動文を作成する｡

14 人形や絵カードと文のモデルを利用した学習を行い,熟知している表現の範囲内で人形等を操作して受動文を能動文,能動文を受
動文に変えて説明する｡

15 好きなキャラクターや日常生活で経験したことを絵に描く0

16 紙,はさみ,のり等を使って,動物や紙飛行機を折るなど簡単な物を制作する｡

17 簡単な模型 (プラモデル)や動くおもちゃを組立て,組立方について,簡単な説明文を書く｡
18 経験したことを絵に描き,措いたものの名前や内容について話す｡

19 かくれんばをしてさがす役とかくれる役とを理解したり,鬼ごっこで鬼と逃げる役割とを理解する｡

20 じゃんけんの勝ち,負けが分かる｡

21 トランプのばは抜きや神経衰弱をする｡
22 同じ食べ物のカード,同じ色のカード等を選ぶゲームをする｡

23 ジェスチャーによる日常生活の再現遊びをする｡

24 砂場に山や池,川などを作り,水を流したりして遊ぶ｡

25 事象と記号の連合学習をする(色の自動車,飛行機,船の絵カードをそれぞれ何校か準備して,その場で｢自動車は赤｣｢飛行機は
緑｣｢船は黄色｣というような事象と色のような記号との約束事を決め,同一事象の絵カードに記号をつけさせる(この場合には色を
塗る)0

26 ストーリー性のある見立て遊びをする.

27 お店ごっこをして遊ぶ｡
28 ストーリー性のあるごっこ遊びをする (学校ごっこ,探ていごっこ等).

29 魚,野菜,果物,動物などというような抽象名詞による仲間集めをする｡
30 属性による分棟を行い,言葉で説明する｡

31 言葉の仲間分けを行い,その違いについて適切な内容 (適切な基準や同一の基準で比較)と適切な表現 (両者の差異が正しく分か
る)で説明する｡

32 日常経験する事柄について,子どもにとって印象が強い場面書の絵カードを用意し,絵を見てどのような内容か話す｡

(*単語間の意味的な制約が強い)

33 日常生活では通常あり得ない意味的制約が弱い文表現に対応した絵カードを用いて,｢～が～した｣などの文で話す｡
34 語順を入れ替えたときに文頭にくる単語を教師が言った後に,続けて子どもが表現する｡

35 上,中,下,前,後ろ,横等の位置関係を示す言葉に対応した場所に物を分類する｡

36 関係のある言葉の仲間集めをする (関係頬推)0
37 反対の関係にある言葉の仲間集めをする (反対類推,反対語)｡

38 社会事象や日常生活における様々な経験に関する｢どうして?｣｢どうすればいい?｣という問いかけに対して,その理由を言葉で
表現する｡

39 絵本やテレビ番組 (子ども番組,ニュース)等で興味をもった内容について,理由付けをして説明する｡

40文を正しくまわして言い,人形等を操作したり,動作する (文の長さは3文節～4文節から始め,6-7文節程度まで扱 う)｡

41 複数の課題を同時に指示し,順に実行する｡

42 伝言ゲームや模擬電話を使って4つの数や5つの数の復唱をする｡

43 20から1までの逆唱をする｡

44 4つの数の逆唱をする (例 6-5-2-8)0

45 聞き慣れた曲のメロディーや歌詞を聴いて,曲名を言う,絵カードを選ぶ｡
46 言葉の初めにくる音 (語頭音)をさがし,同じ頭文字の言葉を集める｡
47文字や横木等を使い,基本音節*からなる語を音節に分ける｡
*基本音節 :母音,子音+母音の構造をもつ直音で短音節,清音 ･濁音が含まれる｡サル,ネズミ,ノコギリ,クジラなど｡

48 しりとり遊びをする｡

49 物語を聞いて,絵カードをあらすじに沿って並べる.
50 経験したこと,考えていること,テレビで見たこと等を話題にして,話し合いをする｡

51 自分の家の,ところ,番地 (住所)や幼稚園や学校-行く道順を説明したり,絵に描く｡
52 電話をかけて必要なことを伝える｡
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表4 回答者が選択した

指導目標と選択人数

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

9

4

6

4

4

5

10

7

5

7

2

3

5

7

2

1

5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16
17

高 嶋 利次郎

因子6ほ,19,20,21,22,24で構成されている｡

これらの項目は,対の関係,関係付けにかかわる項

目であるため,｢関係付け｣田子と命名した｡

19 かくれんばをしてさがす役とかくれる役とを理解した り,

鬼ごっこで鬼と逃げる役割とを理解する｡

20 じゃんけんの勝ち,負けが分かる｡

21 トランプのばば抜きや神経衰弱をする｡

22 同じ食べ物のカード,同じ色のカード等を選ぶゲームをす

る｡

24 砂場に山や池,川などを作 り,水を流したりして遊ぶ｡

因子7は,1,49で構成される｡これらの項目は絵

の叙述や絵の配列による表現であるため,｢絵の叙述｣

国子と命名した｡

1 絵を見て絵の内容を説明するo

49 物語を聞いて,絵カードをあらすじに沿って並べるo

31 言葉の仲間分けを行い,その違いについて適切な内容(逮

切な基準や同一の基準で比較)と適切な表現 (両者の差異が

正しく分かる)で説明する｡

35 上,中,下,前,後ろ,横等の位置関係を示す言葉に対応

した場所に物を分類する｡

36 関係のある言葉の仲間集めをする (関係類推)｡

37 反対の関係にある言葉の仲間集めをする(反対類推,反対

語)0

38 社会事象や日常生活における様々な経験に関する｢どうし

て?｣｢どうすればいい?｣という問いかけに対して,その理

由を言葉で表現する｡

因子5は,23,26,27,28で構成される｡これらの

項目は,再現遊び,見立て遊び,ごっこ遊びをする項

目から構成されているため,｢象徴遊び｣因子と命名し

た｡

23 ジェスチャーによる日常生活の再現遊びをするo

26 ストーリー性のある見立て遊びをする○

27 お店ごっこをして遊ぶo

28 ストーリー性のあるごっこ遊びをする(学校ごっこ,探て

2.指導内容の再構成

(1) 国子と経験年数の相関

回答者の言語障害教育にかかわる経験年数が各因子

得点にどのような影響を及ぼしているかについては,

経験年数と各因子との相関は,スピアマンの順位相関

係数を用いて検定した結果,各因子とも無相関であっ

た｡

アンケート回答者の指導内容に関する判断は,言語

障害教育の経験年数の長短に関わりなくなされたと考

えられる｡

(2) 指導内容のカテゴリー

指導内容は52項目から構成されていたが,因子分析

の結果に基づいて,各因子別に指導内容を整理すると,

7つの指導内容にまとめられる (表6)0

Ⅳ.今後の課題

言語発達年齢で4歳～6歳の段階の言語発達の遅れ

の児童に対する指導内容を作成し,因子分析を用いて

検討した結果,52項目の指導内容は7つの指導内容の

カテゴリー (42項目)に再構成された｡

このことにより,教員の指導経験や判断に基づいた,

指導内容が整理され,実際の指導の場において指導内

容を検討する上でのひとつの拠 り所としての活用が期

待される｡

しかし,7因子の累積寄与率が63.1%であり,これ
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言語発達に遅れのある児童の指導内容に関するカテゴリー分析

表 5 バ リマ ックス回転後の因子負荷量

田子 1 因子2 因子3 因子4 田子5 因子6 国子7
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表 6 指導内容のカテゴリー

1

カテゴリー1 ｢経験や映像をもとにして,動作化したり書籍化することに関わる指導内容｣(3,5,ll,12,13,14,33,34,40')

･日常生活でよく経験している事柄や内容を理解している話を聞し､て,場面ごとの絵カ-ドを話の内容に沿って並べ動作化する.

･文を正しくまわして言い,人形等を操作したり,動作する (文の長さは3文節～4文節から始め,6-7文節程度まで扱 う)0
･日常生活では通常あり得ない意味的制約が弱い文表現に対応した絵カードを用いて,｢～が～した｣などの文で話す｡
･生活経験を書いた絵日記や親しみのある絵本の字を読み,動作化したり,話の内容を説明し,5W 1Hの質問に答える｡

･生活経験の一場面を表す絵を見て,動作化する,その状況について｢～が～する｣｢～が～を～する｣｢～に～がある,いる｣｢～は～で
～を～する｣｢～は～を～にあげる｣｢～は～を～から (に)をもらう｣の構文や複合文で絵カードや言葉を使って説明する.
･日常生活で印象に残ったことを絵日記に書き,発表する｡

･語順を入れ替えたときに文頭にくる単語を教師が言った後に,続けて子どもが表現する｡

･人形や絵カード等の操作により,受動文を作成する｡

･人形や絵カードと文のモデルを利用した学習を行い,熟知している表現の範囲内で人形等を操作して受動文を能動文,能動文を受動

文に変えて説明する｡

カテゴリー2｢視覚一運動回路を用いて形を弁別,構成,操作することに関わる指斗内容｣(4,6,7,8,9,10)

･ジグソーパズルなどをする.

･迷路遊びを行う｡J
･複数の重なり合った図形や絵の中から,提示された図形と同じものを探して縁取る｡

･複数の類似した図形の中から,提示された図形と同じものを探して縁取る｡

･複数の図形や絵の中から,異なる特徴をもつものを探す｡

･手本を見ながら,点と点を線で結び,同じ模様や図形を書く｡

カテゴリー3｢聴覚的短期記憶と再生に関わる指導内容｣(41,42,43,44,45,46,47,48)

･複数の課題を同時に指示し,順に実行する｡

･伝言ゲームや模擬電話を使って4つの数や5つの数の復唱をする｡

･20から1までの逆唱をする｡

･4つの数の逆唱をする (例 615-2-8).

･聞き慣れた曲のメロディーや歌詞を聴いて,曲名を言う,絵カードを選ぶ｡

･言葉の初めにくる音 (語頭音)をさがし,同じ頭文字の言葉を集める｡

･文字や積木等を使い,基本音節書からなる語を音節に分ける｡

事基本音節 :母音,子音+母音の構造をもつ直音で短音節,清音 ･濁音が含まれる.サル,ネズミ,ノコギリ,クジラなど

･しりとり遊びをする｡

カテゴリー4｢類別 ･類推に関わる指導内容｣(25,29,30,31,35,36,37,38)

･事象と記号の連合学習をする(色の自動車,飛行機,船の絵カードをそれぞれ何校か準備して,その場で｢自動車は赤｣｢飛行機は緑｣
｢船は黄色｣というような事象と色のような記号との約束事を決め,同一事象の絵カードに記号をつけさせる (この場合には色を塗

る)0

･魚,野菜,果物,動物などというような抽象名詞による仲間集めをする｡

･属性による分類を行い,言葉で説明する｡

･言葉の仲間分けを行い,その違いについて適切な内容 (適切な基準や同一の基準で比較)と適切な表現 (両者の差異が正しく分かる)

で説明する｡

･上,中,下,節,後ろ,横等の位置関係を示す言葉に対応した場所に物を分類する｡

･関係のある言葉の仲間集めをする (関係類推)Q

･反対の関係にある言葉の仲間集めをする (反対類推,反対語)0

･社会事象や日常生活における様々な経験に関する｢どうして?｣｢どうすればいい?｣という問いかけに対して,その理由をことばで
表現する｡

カテゴリー5｢象徴遊びに関わる指導内容｣(23,26,27,28)

･ジェスチャーによる日常生活の再現遊びをするO

･ストーリー性のある見立て遊びをする.

･お店ごっこをして遊ぶ｡

･ストーリー性のあるごっこ遊びをする (学校ごっこ,探ていごっこ等)｡

カテゴリー6｢ルールの理解や関係付けに関わる指導内容｣(19,20,21,22,24)
･かくれんばをしてさがす役とかくれる役とを理解したり,鬼ごっこで鬼と逃げる役割とを理解する｡

･じゃんけんの勝ち,負けが分かる｡

･トランプのはば抜きや神経衰弱をする｡

･同じ食べ物のカード,同じ色のカード等を選ぶゲームをする｡

･砂場に山や池,川などを作り,水を流したりして遊ぶ｡

カテゴリー7｢絵やイメージの叙述に関わる指導内容｣(1,49)

･絵を見て絵の内容を説明する｡

･物語を聞いて,絵カードをあらすじに沿って並べる｡

*番号は指導内容の番号

- 30-



言語発達に遅れのある児童の指導内容に関するカテゴリー分析

以外に別な因子が存在しているため,残された他の田

子の検討により,教員の指導経験や判断に基づいた指

導内容の再構成を行 うことが今後の課題である｡また,

再構成された指導内容について,表 1に示した検査項

目との関連を整理し,実践的検討を行 うことが必要で

あると考える｡
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